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岩見沢市中心市街地活性化基本計画 新旧対照表（傍線赤文字部分は変更箇所） 

 

変  更  後 変  更  前 

目次 略  

 

１～２ 略 

 

３．中心市街地の活性化の目標 

［１］略 

［２］略 

［３］略 

[４] 目標数値の設定 

 ４つの目標指標の目標値を次のように設定します。 

基本方針 目標 目標指標 最新値 基準値 目標値 

１．住みたいと思

う暮らし環境づ

くり 

暮らし環境の向上

によるまちなか住

まいの促進 

中心市街地居

住者人口 

3,508 人 

(H25年) 

3,508 人 

（H25 年） 

3,800 人 

（H31 年） 

２．ふれあいと交

流のある賑わい

づくり 
岩見沢らしい賑わ

いづくりで生まれ

る回遊の促進 

中心市街地歩

行者・自転車

通行量 

（平日・休日

の平均） 

4,281 人 

(H26年) 

4,281 人 

（H26 年） 

4,800 人 

（H31 年） 

商業業務集積

地区空き店舗

数 

61 件 

(H26年) 

61 件 

（H26 年） 

50 件 

（H31 年） 

多世代がふれあう

まちなか交流の促

進 

公共・公益施

設利用者数 

449,946 人 

(H25年) 

449,946人 

（H25 年） 

500,000人 

（H31 年） 

 

【目標１】暮らし環境の向上によるまちなか住まいの促進 

（１）目標指標１：中心市街地居住者人口 

１）数値目標の設定 

 

目標指標 
現況値 

（基準年Ｈ25） 

推計値 

（Ｈ31） 

目標値 

（目標年Ｈ31） 

活性化事業に

よる増加数 

中心市街地居住

者人口 
3,508人 3,540人 3,800人 260人 

 

基準年である平成 25 年度の中心市街地居住者人口は 3,508 人ですが、平成 25 年度を含めた過去７時点

のトレンドにより将来推計を行うと、平成 31 年度で 3,540 人と推計されます。 

新計画に位置づける各事業を実施することにより、中心市街地居住者人口の 260 人の増加を見込み、平

成 31 年で 3,800 人の居住者人口を目標値とします。 

目次 略  

 

１～２ 略 

 

３．中心市街地の活性化の目標 

［１］略 

［２］略 

［３］略 

[４] 目標数値の設定 

 ４つの目標指標の目標値を次のように設定します。 

基本方針 目標 目標指標 最新値 基準値 目標値 

１．住みたいと思

う暮らし環境づ

くり 

暮らし環境の向上

によるまちなか住

まいの促進 

中心市街地居

住者人口 

3,508 人 

(H25年) 

3,508 人 

（H25 年） 

3,800 人 

（H31 年） 

２．ふれあいと交

流のある賑わい

づくり 
岩見沢らしい賑わ

いづくりで生まれ

る回遊の促進 

中心市街地歩

行者・自転車

通行量 

（平日・休日

の平均） 

4,281 人 

(H26年) 

4,281 人 

（H26 年） 

4,800 人 

（H31 年） 

商業業務集積

地区空き店舗

数 

61 件 

(H26年) 

61 件 

（H26 年） 

50 件 

（H31 年） 

多世代がふれあう

まちなか交流の促

進 

公共・公益施

設利用者数 

449,946人 

(H25年) 

449,946人 

（H25 年） 

500,000人 

（H31 年） 

 

【目標１】暮らし環境の向上によるまちなか住まいの促進 

（１）目標指標１：中心市街地居住者人口 

１）数値目標の設定 

 

目標指標 
現況値 

（基準年Ｈ25） 

推計値 

（Ｈ31） 

目標値 

（目標年Ｈ31） 

活性化事業に

よる増加数 

中心市街地居住

者人口 
3,508人 3,540人 3,800人 260人 

 

基準年である平成 25 年度の中心市街地居住者人口は 3,508 人ですが、平成 25 年度を含めた過去７時

点のトレンドにより将来推計を行うと、平成 31 年度で 3,540 人と推計されます。 

新計画に位置づける各事業を実施することにより、中心市街地居住者人口の 260 人の増加を見込み、平

成 31 年で 3,800 人の居住者人口を目標値とします。 
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２）目標年度の推計値（トレンド） 

中心市街地の人口は、平成 19 年度まで減少傾向にありましたが、平成 20 年度以降微増に転じています。 

転換点となった平成 19 年度は前計画の計画期間（平成 20 年～平成 25 年）の基準年であったことから、

平成 19 年度を含めた７時点のトレンドにより推計を行い、3,540 人を推計値とします。 

 

 

 

３）事業による効果 

①３・５地区マンション事業による効果 

平成 22年度に実施設計は完了していますが、事業主の都合により建築着手が延期となっています。建

築工事は 28年度に着手して同年完了予定で、14戸の供給を見込みます。 

  14戸×2.06（平均世帯人員）≒ 29人 

※2.06（人／世帯）：岩見沢市全体の平均世帯人員（平成 25年 12月） 

②市営住宅整備事業による効果 略 

③有料老人ホーム建設事業による効果 略 

④まちなか活性化事業補助金による効果 略 

⑤中心市街地空き店舗・空き家・空き地対策窓口事業による効果 略 

４）数値目標の達成見込み 

 

 

２）目標年度の推計値（トレンド） 

中心市街地の人口は、平成 19 年度まで減少傾向にありましたが、平成 20 年度以降微増に転じていま

す。 

転換点となった平成 19 年度は前計画の計画期間（平成 20 年～平成 25 年）の基準年であったことから、

平成 19 年度を含めた７時点のトレンドにより推計を行い、3,540 人を推計値とします。 

 

 

３）事業による効果 

①３・５地区マンション事業による効果 

平成 22 年度に実施設計は完了していますが、事業主の都合により建築着手が延期となっています。

建築工事は 28年度に着手して同年完了予定で、14戸の供給を見込みます。 

  14戸×2.06（平均世帯人員）≒ 29人 

※2.06（人／世帯）：岩見沢市全体の平均世帯人員（平成 25年 12月） 

②市営住宅整備事業による効果 略 

③有料老人ホーム建設事業による効果 略 

④まちなか活性化事業補助金による効果 略 

⑤中心市街地空き店舗・空き家・空き地対策窓口事業による効果 略 

４）数値目標の達成見込み 

目標：３，８００人 目標：３，８００人 
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以上の効果による増加数は次のようになります。 

事業区分 増加数 

①３・５地区マンション事業 29人 

②市営住宅整備事業 41人 

③有料老人ホーム建設事業 84人 

④まちなか活性化事業補助金 157人 

⑤中心市街地空き店舗・空き家・空き地対策窓口事業 36人 

合 計 347人 

  

推計値 3,540 人＋事業による増加数 347 人＝3,887 人 

となり、数値目標である 3,800 人の達成が見込まれます。 

 

【平成 30 年 11 月変更における状況】 

市全体の人口が減少する中で、有料老人ホーム建設事業や市営住宅整備事業等による人口増を図るも、

それを上回る自然減により、平成 29 年度フォローアップにおける中心市街地居住者人口は 3,564 人で

した。 

この状況をふまえ、さらに道営住宅整備事業を実施します。当該事業は計画期間内には効果発現しな

い事業ですが、引き続き居住者人口の増加を目指し、計画変更により事業を追加します。 

また、民間事業者による空知婦人会館等３館跡地活用事業の実施など基本計画に掲載された事業に取

り組むとともに、あそびの広場利用者に対してまちなか居住の良さをＰＲするなどファミリー世帯の増

加をさらに促進する施策を展開していきます。 

なお、３・５地区マンション事業については、事業の見直し等により、以下の変更を行います。 

・事業主の都合により事業着手が遅れており、金融機関からの融資などの条件が整った上で平成 30

年度中に事業着手に向けた準備を行い、平成 31 年度に建設工事を行う予定とします。 

・供給を見込む戸数を当初の 14 戸から 13 戸に変更し、それに伴い、居住者人口増加数が当初の 29

人から 27 人に変更となります。 

 

【目標２】岩見沢らしい賑わいづくりで生まれるまちなか回遊の促進 

（１）目標指標２：中心市街地歩行者・自転車通行量（平日・休日の平均） 

１）歩行者・自転車通行量の推移 

歩行者・自転車通行量は平成 20 年度から測定しており、平日と休日の推移は次のようになっています。 

 

   ※H26年の休日通行量は、開催されていたイベントの影響を排除した調整値 

以上の効果による増加数は次のようになります。 

事業区分 増加数 

①３・５地区マンション事業 29人 

②市営住宅整備事業 41人 

③有料老人ホーム建設事業 84人 

④まちなか活性化事業補助金 157人 

⑤中心市街地空き店舗・空き家・空き地対策窓口事業 36人 

合 計 347人 

  

推計値 3,540 人＋事業による増加数 347 人＝3,887 人 

となり、数値目標である 3,800 人の達成が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標２】岩見沢らしい賑わいづくりで生まれるまちなか回遊の促進 

（１）目標指標２：中心市街地歩行者・自転車通行量（平日・休日の平均） 

１）歩行者・自転車通行量の推移 

歩行者・自転車通行量は平成 20 年度から測定しており、平日と休日の推移は次のようになっています。 

 

   ※H26年の休日通行量は、開催されていたイベントの影響を排除した調整値 

（人） （人） 
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２）数値目標の設定 

目標指標 
現況値 

（基準年Ｈ26） 

推計値 

（Ｈ31） 

目標値 

（目標年Ｈ31） 

活性化事業に

よる増加数 

中心市街地歩行者・

自転車通行量（平

日・休日の平均） 

4,281人 4,250人 4,800人 550人 

 

基準年である平成 26 年度の中心市街地歩行者・自転車通行量（平日・休日の平均）は 4,281 人ですが、

平成 26 年度を含めた過去 7 時点のトレンドにより将来推計を行うと、平成 31 年度で 4,260 人と推計され

ます。 

新計画に位置づける各事業を実施することにより、中心市街地歩行者・自転車通行量（平日・休日の平

均）の 540 人の増加を見込み、平成 31 年で 4,800 人の歩行者・自転車通行量を目標値とします。 

 

 

３）目標年度の推計値（トレンド） 

歩行者・自転車通行量（平日・休日の平均）は次のように推計され、平成 31年度の推計値は 4,260人と

なります。 

 

 

 

２）数値目標の設定 

目標指標 
現況値 

（基準年Ｈ26） 

推計値 

（Ｈ31） 

目標値 

（目標年Ｈ31） 

活性化事業に

よる増加数 

中心市街地歩行者・

自転車通行量（平

日・休日の平均） 

4,281人 4,250人 4,800人 550人 

 

基準年である平成 26 年度の中心市街地歩行者・自転車通行量（平日・休日の平均）は 4,281 人ですが、

平成 26 年度を含めた過去 7 時点のトレンドにより将来推計を行うと、平成 31 年度で 4,260 人と推計さ

れます。 

新計画に位置づける各事業を実施することにより、中心市街地歩行者・自転車通行量（平日・休日の平

均）の 540 人の増加を見込み、平成 31 年で 4,800 人の歩行者・自転車通行量を目標値とします。 

 

 

３）目標年度の推計値（トレンド） 

歩行者・自転車通行量（平日・休日の平均）は次のように推計され、平成 31 年度の推計値は 4,260 人

となります。 

 

 

 

目標：４,８００人 目標：４,８００人 
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４）事業による効果 

①居住者人口増による効果 略 

②子育て支援機能拡充事業による効果 

であえーる岩見沢の３階には、現在、常設型子育て親子ひろば「ひなたっ子」、幼児ことばの教室、い

わみざわ子育て支援センター、KIDS はらっぱ SORA があり、子育て支援を行っていますが、子育て支援

拠点としての機能拡充を計画しています。 

拡充内容としては、平成 24 年 4月に開設した「子育て支援センター」、子育て親子ひろば「ひなたっ

子」、「幼児ことばの教室」に加えて、乳幼児健診や母子相談業務などを集約するとともに、“小さな子ど

もから小学生まで楽しめる全天候型プレイグラウンド”をコンセプトとして、“はらっぱひろば”（KIDS

はらっぱ SORA の拡大整備）と“ごろごろひろば”（絵本を読んだりお絵かきするなど比較的静かに遊べ

る場所）を整備します。 

子育て親子ひろば「ひなたっ子」は週４日オープンしており、１日平均の利用者数は 85 人で、平成

25年度の利用実績は 16,119人となっています。 

子育て機能拡充による利用者数の増分を次のように見込みます。 

・乳幼児健診センターの利用者は健診を受ける乳幼児と付添いの親・兄弟を含んだ数字であり、出生

数が増えていないことから、平成 25年度と同数を見込む。 

・こどものあそび場の実績は、あそび場の“KIDSはらっぱ SORA”の利用者数をカウントしていないた

め子育て親子ひろば「ひなたっ子」利用者のみであるが、改修により子育て親子ひろば「ひなたっ子」

とあそび場を一体利用できるものにする予定であり、平成 31年度で一日当たり 150人の利用を見込む

（開設日数は 307日／年）。 

  年間利用者数 150人×307日＝46,050人 

 

 

 

 

 

子どもの遊び場は年間 307 日（週１回と年末年始休館）の開設が予定されており、１日当たりの利用者

数の増加分は次のようになります。 

  35,651÷307＝116 人 

そのうち、徒歩、自転車、バス、ＪＲで来街する人が、調査４地点のうち、少なくとも１地点を通過・

往復するものと想定します。 

平成 21 年度に実施した「中心市街地買物動向等調査」結果を用いて、徒歩、自転車、バス、ＪＲで来

街する人の増分は、次のように想定されます。 

  116 人×45.8％×2 ≒ 106 人／日 

 なお、郊外居住者が中心市街地に来街する際の徒歩、自転車、バス、ＪＲの利用率は、次表より 45.8％

としています。 

４）事業による効果 

①居住者人口増による効果 略 

②子育て支援機能拡充事業による効果 

であえーる岩見沢の３階には、現在、常設型子育て親子ひろば「ひなたっ子」、幼児ことばの教室、

いわみざわ子育て支援センター、KIDSはらっぱ SORAがあり、子育て支援を行っていますが、子育て支

援拠点としての機能拡充を計画しています。 

拡充内容としては、平成 24年 4月に開設した「子育て支援センター」、常設型親子ひろば「ひなたっ

子」、「幼児ことばの教室」に加えて、乳幼児健診や母子相談業務などを集約するとともに、“小さな子

どもから小学生まで楽しめる全天候型プレイグラウンド”をコンセプトとして、“はらっぱひろば”（KIDS

はらっぱ SORAの拡大整備）と“ごろごろひろば”（絵本を読んだりお絵かきするなど比較的静かに遊べ

る場所）を整備します。 

子育て支援センターは週４日オープンしており、１日平均の利用者数は 85人で、平成 25年度の利用

実績は 16,119人となっています。 

子育て機能拡充による利用者数の増分を次のように見込みます。 

・乳幼児健診センターの利用者は健診を受ける乳幼児と付添いの親・兄弟を含んだ数字であり、出生

数が増えていないことから、平成 25年度と同数を見込む。 

・こどものあそび場の実績は、あそび場の“KIDS はらっぱ SORA”の利用者数をカウントしていない

ため子育て支援センター利用者のみであるが、改修により子育て支援センターとあそび場を一体利用

できるものにする予定であり、平成 31 年度で一日当たり 150 人の利用を見込む（開設日数は 307 日

／年）。 

  年間利用者数 150人×307日＝46,050人 

○であえーる岩見沢における子育て機能拡充による利用者数の増分 単位：人

施設名 Ｈ25利用者数実績 Ｈ31利用者目標 利用者増分

乳幼児健診センター 5,720 5,720 5,720 中心市街地外からの移転

こどものあそび場 16,119 46,050 29,931 子育て支援センター＋あそび場

計 21,839 51,770 35,651

　※Ｈ25のこどものあそび場の実績は子育て支援センターのみ

備　　考

 
子どもの遊び場は年間 307 日（週１回と年末年始休館）の開設が予定されており、１日当たりの利用者

数の増加分は次のようになります。 

  35,651÷307＝116 人 

そのうち、徒歩、自転車、バス、ＪＲで来街する人が、調査４地点のうち、少なくとも１地点を通過・

往復するものと想定します。 

平成 21 年度に実施した「中心市街地買物動向等調査」結果を用いて、徒歩、自転車、バス、ＪＲで来

街する人の増分は、次のように想定されます。 

  116 人×45.8％×2 ≒ 106 人／日 

 なお、郊外居住者が中心市街地に来街する際の徒歩、自転車、バス、ＪＲの利用率は、次表より 45.8％

としています。 

○であえーる岩見沢における子育て機能拡充による利用者数の増分 単位：人

施設名 Ｈ25利用者数実績 Ｈ31利用者目標 利用者増分

乳幼児健診センター 5,720 5,720 5,720 中心市街地外からの移転

こどものあそび場 16,119 46,050 29,931

計 21,839 51,770 35,651

　※Ｈ25のこどものあそび場の実績は子育て親子ひろば「ひなたっ子」のみ

備　　考

子育て親子ひろば「ひなたっ子」＋あそび場
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【来街者の交通手段：平成２１年「中心市街地買物動向等調査」より】
交通手段 件数 回答者割合 件数割合

徒歩 203 20.9% 13.6%

自転車 182 18.8% 12.2%

車（バイクを含む） 694 71.6% 46.4%

路線バス 273 28.2% 18.3%

タクシー 56 5.8% 3.7%

JR 26 2.7% 1.7%

大型店が運行するバス 49 5.1% 3.3%

その他 12 1.2% 0.8%

件数計 1,495 100.0%

回答者数 969 100.0%  

 ※利用する交通手段すべてに○をつけている 

③空き店舗等改修支援事業による効果 略 

５）数値目標の達成見込み 

 以上の効果による増加数は次にようになります。 

事業区分 増加数 

①居住者人口増による効果 157人 

②子育て支援機能拡充事業 106人 

③空き店舗等改修支援事業 366人 

合 計 629人 

 推計値 4,250 人＋事業による増加数 629 人＝4,879 人 

となり、数値目標である 4,800人の達成が見込まれます。 

 

【平成 30 年 11 月変更における状況】 

子育て支援機能拡充事業や空き店舗等改修支援事業により歩行者・自転車通行量増を図るも、平成 29

年度フォローアップにおける中心市街地歩行者・自転車通行量は 3,625 人でした。要因としては、子育

て支援機能拡充事業により、であえーる岩見沢３階に子育て支援施設「えみふる」がオープンし、若年

層の入れ込み客が増加しましたが、多くの利用者はビル内に留まりまちなか回遊にはつながらなかった

こと、通行量増加の積算根拠としている中心市街地居住者人口の目標達成が難しい状況であることが挙

げられます。 

この状況をふまえ、さらにＩＷＡＭＩＺＡＷＡセンターミュージアム事業を実施し、引き続き歩行者・

自転車通行量の増加を目指し、計画変更により事業を追加します。 

また、であえーる岩見沢から周辺地域への波及効果を狙い、店舗・商店街の魅力向上を促進すること

や、高齢者や子ども連れの若いお母さんなどが気軽に立ち寄り休める場所を用意することなど、回遊を

促すような魅力ある場を増やしていくことを検討していきます。 

 

（２）目標指標３：商業業務集積地区空き店舗数 略 

 

【目標３】多世代がふれあうまちなか交流の促進 

（１）目標指標４：公共・公益施設利用者数 

１）利用者数の推移 

目標指標 
現況値 

（基準年Ｈ25） 

推計値 

（Ｈ31） 

目標値 

（目標年Ｈ31） 

活性化事業に

よる増加数 

公共・公益施設

利用者数 
449,946人 457,000人 500,000人 43,000人 

【来街者の交通手段：平成２１年「中心市街地買物動向等調査」より】
交通手段 件数 回答者割合 件数割合

徒歩 203 20.9% 13.6%

自転車 182 18.8% 12.2%

車（バイクを含む） 694 71.6% 46.4%

路線バス 273 28.2% 18.3%

タクシー 56 5.8% 3.7%

JR 26 2.7% 1.7%

大型店が運行するバス 49 5.1% 3.3%

その他 12 1.2% 0.8%

件数計 1,495 100.0%

回答者数 969 100.0%  

 ※利用する交通手段すべてに○をつけている 

③空き店舗等改修支援事業による効果 略 

５）数値目標の達成見込み 

 以上の効果による増加数は次にようになります。 

事業区分 増加数 

①居住者人口増による効果 157人 

②子育て支援機能拡充事業 106人 

③空き店舗等改修支援事業 366人 

合 計 629人 

 推計値 4,250 人＋事業による増加数 629 人＝4,879 人 

となり、数値目標である 4,800 人の達成が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）目標指標３：商業業務集積地区空き店舗数 略 

 

【目標３】多世代がふれあうまちなか交流の促進 

（１）目標指標４：公共・公益施設利用者数 

１）利用者数の推移 

目標指標 
現況値 

（基準年Ｈ25） 

推計値 

（Ｈ31） 

目標値 

（目標年Ｈ31） 

活性化事業に

よる増加数 

公共・公益施設

利用者数 
449,946人 457,000人 500,000人 43,000人 
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中心市街地には、次図のように、文化・交流機能を持つ公共・公益施設が９つ立地しています。 

 
利用者数のデータが取れないイベントホール赤れんがを除く８施設の利用者数の推移は次のようになっ

ています。 

なお、イベントホール赤れんがは、利用団体数は把握していますが、団体ごとの利用人数を聞いていな

いため、利用者数の把握ができていません。 

 

※であえーる岩見沢は就職サポートセンター（平成 24 年 4 月に移転オープン）、子育て支援センター、交流
空間の利用者数合計 

利用者数は平成 24 年度までは横ばいでしたが、平成 25 年度に大幅に増加しました。 

中心市街地には、次図のように、文化・交流機能を持つ公共・公益施設が９つ立地しています。 

 
利用者数のデータが取れないイベントホール赤れんがを除く８施設の利用者数の推移は次のようにな

っています。 

なお、イベントホール赤れんがは、利用団体数は把握していますが、団体ごとの利用人数を聞いていな

いため、利用者数の把握ができていません。 

 

※であえーる岩見沢は就職サポートセンター（平成 24 年 4 月に移転オープン）、子育て支援センター、交流
空間の利用者数合計 

利用者数は平成 24 年度までは横ばいでしたが、平成 25 年度に大幅に増加しました。 

（人） （人） 
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利用者数の増加は、市民会館・文化センターの利用者数増が最も大きく、自主事業の取り組み増などが

主な要因となっています。さらに、平成 24 年 4 月の“であえーる岩見沢”の再生オープンと平成 25 年 4

月の生涯学習センターのオープンが、利用者数増加の要因となっています。であえーる岩見沢は今まで商

業施設であったものを市民交流施設として再生したことで、新たに公共・公益機能が加わり、また、生涯

学習センターについては今まで中心市街地外に立地していた武道場等の機能を移転集約していることか

ら、それら機能の利用者が平成 24 年度と 25 年度の利用者数に上乗せされていると考えられます。 

 

２）目標年度の推計値（トレンド） 

利用者数の将来推計は、平成 21 年度から 25 年度までの 5 時点の利用者数を用いたトレンドにより行い

ますが、その間にオープンしている“であえーる岩見沢”と生涯学習センターの２施設を除く既存６施設

のトレンドを求め、それに２館の利用者数を加えて平成 31 年度の推計値を求めます。 

 

 

３）数値目標の設定 

中心市街地に立地する文化・交流施設の利用者は次のように推移しており、平成 25 年度の基準値を

449,946 人、平成 31 年度の推計値を 457,000 人と設定します。 

単位：人

区分 施設名 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ31推計値

既存６館 複合駅舎施設 31,209 29,881 33,305 32,746 38,975

コミュニティプラザ・ネットワークセンター 44,577 46,610 47,643 43,681 38,720

ワークプラザ 2,649 3,629 2,512 2,517 3,132

ラルズ跡地：無料休憩所 2,640 2,799 2,565

絵画ホール・松島正幸記念館 1,689 1,929 1,766 1,723 2,061

市民会館・文化センター 175,467 172,715 175,350 157,524 203,207

計 255,591 254,764 263,216 240,990 288,660 295,700

機能拡充２館 であえーる岩見沢 35,275 56,010 56,000

生涯学習センター 105,276 105,300

（空知婦人会館等３館） 69,782 67,069 62,310 60,347

325,373 321,833 325,526 336,612 449,946 457,000

　※空知婦人会館等３館はH24年度で廃止、H25年度から生涯学習センターに移行 （基準値） （推計値）

合　　　計

 
新計画に位置づける各事業を実施することにより、公共・公益施設利用者数の 43,000 人の増加を見込

み、平成 31 年で利用者数 500,000 人を目標値とします。 

利用者数の増加は、市民会館・文化センターの利用者数増が最も大きく、自主事業の取り組み増などが

主な要因となっています。さらに、平成 24 年 4 月の“であえーる岩見沢”の再生オープンと平成 25 年 4

月の生涯学習センターのオープンが、利用者数増加の要因となっています。であえーる岩見沢は今まで商

業施設であったものを市民交流施設として再生したことで、新たに公共・公益機能が加わり、また、生涯

学習センターについては今まで中心市街地外に立地していた武道場等の機能を移転集約していることか

ら、それら機能の利用者が平成 24 年度と 25 年度の利用者数に上乗せされていると考えられます。 

 

２）目標年度の推計値（トレンド） 

利用者数の将来推計は、平成 21 年度から 25 年度までの 5 時点の利用者数を用いたトレンドにより行

いますが、その間にオープンしている“であえーる岩見沢”と生涯学習センターの２施設を除く既存６施

設のトレンドを求め、それに２館の利用者数を加えて平成 31 年度の推計値を求めます。 

 

 

３）数値目標の設定 

中心市街地に立地する文化・交流施設の利用者は次のように推移しており、平成 25 年度の基準値を

449,946 人、平成 31 年度の推計値を 457,000 人と設定します。 

単位：人

区分 施設名 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ31推計値

既存６館 複合駅舎施設 31,209 29,881 33,305 32,746 38,975

コミュニティプラザ・ネットワークセンター 44,577 46,610 47,643 43,681 38,720

ワークプラザ 2,649 3,629 2,512 2,517 3,132

ラルズ跡地：無料休憩所 2,640 2,799 2,565

絵画ホール・松島正幸記念館 1,689 1,929 1,766 1,723 2,061

市民会館・文化センター 175,467 172,715 175,350 157,524 203,207

計 255,591 254,764 263,216 240,990 288,660 295,700

機能拡充２館 であえーる岩見沢 35,275 56,010 56,000

生涯学習センター 105,276 105,300

（空知婦人会館等３館） 69,782 67,069 62,310 60,347

325,373 321,833 325,526 336,612 449,946 457,000

　※空知婦人会館等３館はH24年度で廃止、H25年度から生涯学習センターに移行 （基準値） （推計値）

合　　　計

 
新計画に位置づける各事業を実施することにより、公共・公益施設利用者数の 43,000 人の増加を見込

み、平成 31 年で利用者数 500,000 人を目標値とします。 
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４）事業による効果 

①子育て支援機能拡充事業による効果 略 

②健康づくり拠点整備事業による効果 

第２ポルタビルにおける健康づくり拠点整備により、利用者数の増分を次のように見込みます。 

 

・成人健診利用者は、健康教室利用者等を含めて平成 25年度の保健センター利用者実績を維持する。 

・カフェは、中心市街地コンバージョン事業と同数の一日当たり 10 人の利用を見込む（開設日数は

307日／年とする） 

  年間利用者数 10人×307日＝3,070人 

○成人健診受診等保健センター利用者数の推移 単位：人

区　分 H23年度 H24年度 H25年度

保健センター利用者数 5,356 5,248 4,286

　※健康祭り・健康教室及び各種団体利用を含む  

○健康づくり拠点設置による利用者数の増分 単位：人

施設名 Ｈ25利用者数実績 Ｈ31利用者目標 利用者増分

成人健診受診等 4,286 4,300 4,300 中心市街地外からの移転

カフェ - 3,070 3,070 健康相談・健康測定

計 4,286 7,370 7,370

備　　考

 

５）数値目標の達成見込み 

 以上の効果による増加数は次にようになります。 

事業区分 増加数 

①子育て支援機能拡充事業 35,650 人 

②健康づくり拠点整備事業 7,370 人 

合 計 43,020 人 

 推計値 457,000 人＋事業による増加数 43,020 人＝500,020 人 

となり、数値目標である 500,000 人の達成が見込まれます。 

[５]フォローアップの時期及び方法 

  それぞれの目標指標については、以下の方法で数値を把握します。数値目標の達成状況については、毎年

度末にフォローアップし、岩見沢市中心市街地活性化協議会に報告します。 

 

【目標１】暮らし環境の向上によるまちなか住まいの促進 

  

 

４）事業による効果 

①子育て支援機能拡充事業による効果 略 

②（仮称）健康づくり推進拠点整備事業による効果 

第２ポルタビルにおける（仮称）健康づくり推進拠点整備により、利用者数の増分を次のように見込

みます。 

・成人病検診利用者は、健康教室利用者数を含めて平成 25年度実績を維持する。 

・カフェは、中心市街地コンバージョン事業と同数の一日当たり 10 人の利用を見込む（開設日数は

307日／年とする） 

  年間利用者数 10人×307日＝3,070人 

○成人病検診受診者数の推移 単位：人

区　分 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

成人病検診受診者数 17,458 17,296 14,789 15,566 15,001 13,370  

○（仮称）健康づくり推進センター設置による利用者数の増分 単位：人

施設名 Ｈ25利用者数実績 Ｈ31利用者目標 利用者増分

成人病検診 13,620 13,600 13,600 中心市街地外からの移転

カフェ - 3,070 3,070 健康相談

計 13,620 16,670 16,670

　※成人病検診には健康教室利用者数（１回10人×25回＝250人）を含む

備　　考

 

５）数値目標の達成見込み 

 以上の効果による増加数は次にようになります。 

事業区分 増加数 

①子育て支援機能拡充事業 35,650 人 

②（仮称）健康づくり推進拠点整備事業 16,670 人 

合 計 52,320 人 

 推計値 457,000 人＋事業による増加数 52,320 人＝509,320 人 

となり、数値目標である 500,000 人の達成が見込まれます。 

[５]フォローアップの時期及び方法 

  それぞれの目標指標については、以下の方法で数値を把握します。数値目標の達成状況については、毎

年度末にフォローアップし、岩見沢市中心市街地活性化協議会に報告します。 

 

【目標１】暮らし環境の向上によるまちなか住まいの促進 

  

目標：500,000人 目標：500,000人 
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（目標指標①）中心市街地居住者人口 

中心市街地の居住者人口は、住民基本台帳をもとに、毎年 12 月末の実態を把握します。 

数値目標の達成状況については毎年度確認し、状況に応じて事業促進のための措置を講じていきます。

また、計画期間終了後には、事業実施による中心市街地活性化の効果を検証します。 

なお、３・５地区マンション事業は平成 32年 3月に完成する予定であり、計画最終年のフォローアップ

時期である平成 31年 12月末の住民基本台帳には反映されないことから、事業完了後の平成 32年 4月末の

住民基本台帳による居住者人口を追加調査し、事業の効果を確認するものとします。 

 

【目標２】岩見沢らしい賑わいづくりで生まれるまちなか回遊の促進 

 （目標指標②）中心市街地歩行者・自転車通行量（平日・休日の平均） 

   岩見沢市が平成 20 年度より毎年実施している歩行者・自転車通行量調査に基づき数値目標の達成状況

を確認します。通行量の調査方法は、秋季において、平日２日間、休日２日間（土・日各１日）の 12 時

間通行量の調査を行い、平準化したものを用いることにします。 

数値目標の達成状況については毎年度確認し、状況に応じて事業促進のための措置を講じていきます。

また、計画期間終了後には、事業実施による中心市街地活性化の効果を検証します。 

（目標指標③）商業業務集積地区空き店舗数 

岩見沢市が平成 13 年度より毎年実施している商業業務集積地区内の空き店舗数調査に基づき数値目標

の達成状況を確認します。 

数値目標の達成状況については毎年 10 月に確認し、状況に応じて事業促進のための措置を講じていき

ます。また、計画期間終了後には、事業実施による中心市街地活性化の効果を検証します。 

 

【目標３】多世代がふれあうまちなか交流の促進 

 （目標指標④）公共・公益施設利用者数 

毎年４月に前年度の公共・公益施設の利用者数を調査し、数値目標の達成状況を確認します。 

数値目標の達成状況については毎年度確認し、状況に応じて事業促進のための措置を講じていきます。

また、計画期間終了後には、事業実施による中心市街地活性化の効果を検証します。 

 

４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他の市

街地の整備改善のための事業に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）～（２）① 略 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

措置の内容及び

実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

3.4.10駅前通整備事業 

【内容】 

駅前通り（１条西６丁目

街区を除く）の拡幅整備

（18ｍ→22ｍ）を行いま

す。歩道を3.5ｍから5.5

ｍに拡幅し、バリアフリ

ーに配慮した自転車歩行

者道の整備や歩道の緑化

を行います。また、駅前

北海道 【位置付け】 

 歩道の拡幅と電線類の地中

化により、安全・安心に歩く

ことができる自転車歩行者道

を整備することで、まちなか

回遊を促進します。 

【必要性】 

駅前通りは都市軸、緑の骨格

軸として位置付けられてお

り、歩道の拡幅に伴う歩行

者・自転車帯の分離と電線類

【支援措置】 

社会資本整備

総合交付金（道

路事業（街路）） 

【実施時期】 

平成 21 年度～

32年度 

 

（目標指標①）中心市街地居住者人口 

中心市街地の居住者人口は、住民基本台帳をもとに、毎年 12 月末の実態を把握します。 

数値目標の達成状況については毎年度確認し、状況に応じて事業促進のための措置を講じていきます。

また、計画期間終了後には、事業実施による中心市街地活性化の効果を検証します。 

 

 

 

 

【目標２】岩見沢らしい賑わいづくりで生まれるまちなか回遊の促進 

 （目標指標②）中心市街地歩行者・自転車通行量（平日・休日の平均） 

   岩見沢市が平成 20 年度より毎年実施している歩行者・自転車通行量調査に基づき数値目標の達成状況

を確認します。通行量の調査方法は、秋季において、平日２日間、休日２日間（土・日各１日）の 12 時

間通行量の調査を行い、平準化したものを用いることにします。 

数値目標の達成状況については毎年度確認し、状況に応じて事業促進のための措置を講じていきます。

また、計画期間終了後には、事業実施による中心市街地活性化の効果を検証します。 

（目標指標③）商業業務集積地区空き店舗数 

岩見沢市が平成 13 年度より毎年実施している商業業務集積地区内の空き店舗数調査に基づき数値目標

の達成状況を確認します。 

数値目標の達成状況については毎年 10 月に確認し、状況に応じて事業促進のための措置を講じていき

ます。また、計画期間終了後には、事業実施による中心市街地活性化の効果を検証します。 

 

【目標３】多世代がふれあうまちなか交流の促進 

 （目標指標④）公共・公益施設利用者数 

毎年４月に前年度の公共・公益施設の利用者数を調査し、数値目標の達成状況を確認します。 

数値目標の達成状況については毎年度確認し、状況に応じて事業促進のための措置を講じていきます。

また、計画期間終了後には、事業実施による中心市街地活性化の効果を検証します。 

 

４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他の市

街地の整備改善のための事業に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）～（２）① 略 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

措置の内容及び

実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

3.4.10駅前通整備事業 

【内容】 

駅前通り（１条西６丁目

街区を除く）の拡幅整備

（18ｍ→22ｍ）を行いま

す。歩道を3.5ｍから5.5

ｍに拡幅し、バリアフリ

ーに配慮した自転車歩行

者道の整備や歩道の緑化

を行います。また、駅前

北海道 【位置付け】 

 歩道の拡幅と電線類の地中

化により、安全・安心に歩く

ことができる自転車歩行者道

を整備することで、まちなか

回遊を促進します。 

【必要性】 

駅前通りは都市軸、緑の骨格

軸として位置付けられてお

り、歩道の拡幅に伴う歩行

者・自転車帯の分離と電線類

【支援措置】 

社会資本整備

総合交付金（道

路事業（街路）） 

【実施時期】 

平成 21 年度～

29年度 
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通り（１条西６丁目街区

を除く）と１条通西５丁

目（道道区間）について

電線類の地中化を予定し

ています。 

Ｌ＝350ｍ、Ｗ＝22ｍ 

電線類地中化 Ｌ＝549

ｍ（駅前通り両側＋１条

通片側） 

【実施時期】 

平成21年度～32年度 

地中化により、都市のシンボ

ルゾーンを形成するとともに

地震などに対する都市防災機

能が向上し、安全・安心で快

適な回遊空間を形成する上で

必要な事業です。 

【事業名】 

3.4.7 一条通整備事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

駅前通整備促進事業 

【内容】 

駅前通の案内標識や防犯

灯の設置、電線類地中化

引き込みを行います。 

【実施時期】 

平成26年度～32年度 

 

 

 

 

岩見沢市 【位置付け】 

案内標識や歩道照明を設置

し、夜間においても安全・安

心に歩くことができる歩行者

空間を整備し、まちなか回遊

を促進します。 

【必要性】 

 案内標識や歩道照明の設置

は、快適な歩行者空間を整備

する上で必要です。 

【支援措置】 

社会資本整備

総合交付金（道

路事業（街路）

と一体の効果

促進事業） 

【実施時期】 

平成 27 年度～

28年度 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

    ※該当なし 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

駅前通沿道街区整備促進

事業 

【内容】 

駅前通りの拡幅整備に伴

う沿道建物の建て替え時

に建築の規制誘導を行っ

て、岩見沢市の都市軸に

ふさわしい景観形成を図

ります。 

【実施時期】 

平成21年度～32年度 

岩見沢市、

岩見沢駅前

通りまちづ

くり運営委

員会 

【位置付け】 

 市で定めた地区計画及び運

営委員会で定めた「駅前通り地

区まちづくり要領」に沿った形

で沿道建物を建て替え、街並み

景観の形成により、まちなか回

遊を促進します。 

【必要性】 

整備が完了した複合駅舎施設、

駅前広場に連続して駅前通り

の景観形成を図り、岩見沢市の

顔づくりを行う上で必要な事

  

通り（１条西６丁目街区

を除く）と１条通西５丁

目（道道区間）について

電線類の地中化を予定し

ています。 

Ｌ＝350ｍ、Ｗ＝22ｍ 

電線類地中化 Ｌ＝549

ｍ（駅前通り両側＋１条

通片側） 

【実施時期】 

平成21年度～29年度 

地中化により、都市のシンボ

ルゾーンを形成するとともに

地震などに対する都市防災機

能が向上し、安全・安心で快

適な回遊空間を形成する上で

必要な事業です。 

【事業名】 

3.4.7 一条通整備事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

駅前通他関連整備事業

（融雪施設整備事業等） 

【内容】 

駅前通の案内標識や防犯

灯の設置、歩道のロード

ヒーティングの整備、電

線類地中化引き込みを行

います。 

【実施時期】 

平成26年度～28年度 

 

岩見沢市 【位置付け】 

歩道照明の設置や歩道のロ

ードヒーティング整備を行

い、夜間や冬期間においても

安全・安心に歩くことができ

る歩行者空間を整備し、まち

なか回遊を促進します。 

【必要性】 

 案内標識や歩道照明の設

置、歩道のロードヒーティン

グの整備は、快適な歩行者空

間を整備する上で必要です。 

【支援措置】 

社会資本整備

総合交付金（道

路事業と一体

の効果促進事

業） 

【実施時期】 

平成 26年度～

28年度 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

    ※該当なし 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

駅前通沿道街区整備促進

事業 

【内容】 

駅前通りの拡幅整備に伴

う沿道建物の建て替え時

に建築の規制誘導を行っ

て、岩見沢市の都市軸に

ふさわしい景観形成を図

ります。 

【実施時期】 

平成21年度～29年度 

岩見沢市、

岩見沢駅前

通りまちづ

くり運営委

員会 

【位置付け】 

 市で定めた地区計画及び運

営委員会で定めた「駅前通り地

区まちづくり要領」に沿った形

で沿道建物を建て替え、街並み

景観の形成により、まちなか回

遊を促進します。 

【必要性】 

整備が完了した複合駅舎施設、

駅前広場に連続して駅前通り

の景観形成を図り、岩見沢市の

顔づくりを行う上で必要な事

業です。 
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業です。 

【事業名】 

中心商店街除排雪事業 

（略） 

（略） （略） 

  

【事業名】 

ばらのまちづくり推進事業 

（略） 

（略） （略） 

  

【事業名】 

利根別川千本桜並木道の

守り育て 

（略） 

（略） （略） 

  

 

５．都市福利施設を整備する事業に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

    ※該当なし 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

子育て支援機能拡充事業 

（略） 

（略） （略） 

 

 

【事業名】 

健康づくり拠点整備事業 

（略） 

（略） （略） 

  

（４）に移設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

（２）～（３） 略 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

その他 

の事項 

【事業名】 

中心商店街除排雪事業 

（略） 

（略） （略） 

  

【事業名】 

ばらのまちづくり推進事業 

（略） 

（略） （略） 

  

【事業名】 

利根別川千本桜並木道の

守り育て 

（略） 

（略） （略） 

  

 

５．都市福利施設を整備する事業に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

    ※該当なし 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

子育て支援機能拡充事業 

（略） 

（略） （略） 

 

 

【事業名】 

健康づくり拠点整備事業 

（略） 

（略） （略） 

  

【事業名】 

外のあそび環境創出事業 

【内容】 

第１ポルタビルの公開空

地や空き地を利用して、

子どもが安全に外遊びで

きる空間を創出します。 

【実施時期】 

平成28年度～ 

岩見沢市 【位置付け】 

 子どもたちが安全に外遊び

できる空間を創出することで、

まちなか居住環境の向上を図

り、まちなか住まいを促進しま

す。また、高齢者の休憩の場と

しても利用することで、世代間

の交流を促進します。 

【必要性】 

市民アンケートによると「まち

なか住まいの促進」で取り組ん

でほしいこととして、約 31％

の人が「子育てしやすい環境づ

くり」を挙げており、子育て環

境を整え、まちなか居住を促進

する上で必要な事業です。 

【支援措置】 

社会資本整備

総合交付金（暮

らし・にぎわい

再生事業と一

体の効果促進

事業） 

【実施時期】 

平成 28 年度～

31年度 

 

（２）～（３） 略 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

その他 

の事項 
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び実施時期 

【事業名】 

岩見沢市民会館・文化セ

ンターを拠点とした芸術

文化事業及び情報発信事

業 

【内容】 

岩見沢市民会館・文化セ

ンターを拠点に芸術文化

事業を提供するととも

に、自主企画による音

楽・美術・演劇などを市

民に提供します。また、

市内外で行なわれるイベ

ント等の情報を発信しま

す。 

【実施時期】 

平成25年度～ 

ＮＰＯ法人

はまなすア

ート＆ミュ

ージックプ

ロダクショ

ン 

【位置付け】 

 文化・交流施設の利用を促進

することで、多世代がふれあう

まちなか交流の促進を図りま

す。 

【必要性】 

中心市街地等で行われるイベ

ント情報を来館者に情報提供

することで、中心市街地の賑わ

い創出に寄与します。 

【支援措置】 

まちなか活性

化事業補助金 

【実施時期】 

平成 25 年度

～ 

 

【事業名】 

イベントホール・広場活

用事業 

（略） 

（略） （略） 

  

【事業名】 

生涯学習センター活用事

業 

（略） 

（略） （略） 

  

【事業名】 

絵画ホール活用事業 

（略） 

（略） （略） 

  

【事業名】 

外のあそび環境創出事業 

【内容】 

第１ポルタビルの公開空

地や空き地を利用して、

子どもが安全に外遊びで

きる空間を創出します。 

【実施時期】 

平成28年度～ 

岩見沢市 【位置付け】 

 子どもたちが安全に外遊び

できる空間を創出することで、

まちなか居住環境の向上を図

り、まちなか住まいを促進しま

す。また、高齢者の休憩の場と

しても利用することで、世代間

の交流を促進します。 

【必要性】 

市民アンケートによると「まち

なか住まいの促進」で取り組ん

でほしいこととして、約 31％

の人が「子育てしやすい環境づ

くり」を挙げており、子育て環

境を整え、まちなか居住を促進

する上で必要な事業です。 

  

び実施時期 

【事業名】 

岩見沢市民会館・文化セ

ンターを拠点とした芸術

文化事業及び情報発信事

業 

【内容】 

岩見沢市民会館・文化セ

ンターを拠点に芸術文化

事業を提供するととも

に、自主企画による音

楽・美術・演劇などを市

民に提供します。また、

市内外で行なわれるイベ

ント等の情報を発信しま

す。 

【実施時期】 

平成25年度～ 

ＮＰＯ法人

はまなすア

ート＆ミュ

ージックプ

ロダクショ

ン 

【位置付け】 

 文化・交流施設の利用を促進

することで、多世代がふれあう

まちなか交流の促進を図りま

す。 

【必要性】 

中心市街地等で行われるイベ

ント情報を来館者に情報提供

することで、中心市街地の賑わ

い創出に寄与します。 

【支援措置】 

中心市街地活

性化事業補助

金 

【実施時期】 

平成 25 年度

～ 

 

【事業名】 

イベントホール・広場活

用事業 

（略） 

（略） （略） 

  

【事業名】 

生涯学習センター活用事

業 

（略） 

（略） （略） 

  

【事業名】 

絵画ホール活用事業 

（略） 

（略） （略） 

  

（２）①からの移設 
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６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のための事業及び当該事業

と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）～（２）① 略 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

市営住宅整備事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

３・５地区マンション事

業 

【内容】 

３条西５丁目に３ＬＤ

Ｋ・１３戸のマンション

を建設し、賃貸事業を行

います。 

【実施時期】 

平成 22年度～31年度 

松 浦 建 設

(株) 

【位置付け】 

ファミリー世代に対応した

共同住宅を供給し、まちなか居

住を促進します。 

【必要性】 

ファミリー世代に対応した

共同住宅を供給することは、中

心市街地の自然減を抑える上

でも必要です。 

【支援措置】 

社会資本整備

総合交付金（優

良建築物等整

備事業） 

【実施時期】 

平成 22 年度、

平成 31年度 

 

【事業名】 

道営住宅整備事業 

【内容】 

６条東１丁目・５条東１

丁目に、１棟 30戸の道営

住宅を建設します。 

【実施時期】 

平成 29年度～33年度 

北海道 【位置付け】 

岩見沢市が推進するまちな

か居住や子育てに適した住環

境の形成に向けた取り組みと

連携し、中心市街地に子育て支

援住宅を整備します。 

【必要性】 

 住宅に困窮する子育て世帯

に対し、市が「こども・子育て

ひろば『えみふる』」や中央児

童館において提供する子育て

支援サービスを活用できるよ

うな道営住宅を供給すること

は、まちなか居住や子育てに適

した住環境の形成に向けて必

要です。 

【支援措置】 

社会資本整備

総合交付金（地

域住宅計画に

基づく事業（公

営住宅等整備

事業）） 

【実施時期】 

平成 29 年度～

33年度 

 

（３）～（４） 略 

 

７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事業、中心市街地特例通

訳案内士育成等事業その他の経済活力の向上のための事業及び措置に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

    ※該当なし 

 

６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のための事業及び当該事業

と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）～（２）① 略 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

市営住宅整備事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

３・５地区マンション事

業 

【内容】 

３条西５丁目に３ＬＤ

Ｋ・１４戸のマンション

を建設し、賃貸事業を行

います。 

【実施時期】 

平成 22年度～30年度 

松 浦 建 設

(株) 

【位置付け】 

ファミリー世代に対応した

共同住宅を供給し、まちなか居

住を促進します。 

【必要性】 

ファミリー世代に対応した

共同住宅を供給することは、中

心市街地の自然減を抑える上

でも必要です。 

【支援措置】 

社会資本整備

総合交付金（優

良建築物等整

備事業） 

【実施時期】 

平成 22 年度、

平成 30年度 

 

新規追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

（３）～（４） 略 

 

７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事業、中心市街地特例通

訳案内士育成等事業その他の経済活力の向上のための事業及び措置に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

    ※該当なし 
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（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

まちなか活性化事業補助

金（再掲） 

（略） 

（略） （略） （略）  

【事業名】 

商店街後継者対策事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

まちなか商業環境改善事

業 

【内容】 

商店主の意識調査などを

もとに、まちなかの商業

環境を改善していく方策

を検討し、商店街自らが

行う市民ニーズに合った

魅力ある商店街づくりや

商店街の再生に向けた取

り組みを支援します。 

【実施時期】 

平成 28年度～29年度 

岩見沢市、

岩見沢市商

店街振興組

合連合会 

【位置付け】 

 商店街等によるソフト事業

やハード事業の実施を支援し

て、まちなかの賑わい創出を図

ります。 

【必要性】 

 基本方針「ふれあいと交流の

ある賑わいづくり」の実現に向

けては、魅力ある商店街の創出

が不可欠です。 

【支援措置】 

中心市街地活

性化ソフト事

業 

【実施時期】 

平成 28 年度～

29年度 

 

【事業名】 

商店街再興戦略支援事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

商業業務集積地区活性化

事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

まちなか活性化アドバイ

ザー派遣事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

空き店舗等改修支援事業 

【内容】 

空き店舗や空き家を店舗

等に変更したり、２階以

上の空き店舗を賃貸住宅

に変更する場合に、改修

費用を補助します。 

【実施時期】 

岩見沢市 【位置付け】 

 空き店舗や空き家を活用し

て店舗・飲食店等とする改修費

用を補助し、空き店舗の解消と

商店街の活性化を図ります。 

【必要性】 

 空き店舗や空き家の解消す

ることは、街並みの連続性を確

保して、賑わいを創出する上で

【支援措置】 

中心市街地活

性化ソフト事

業 

【実施時期】 

平成 30 年度～

31年度 

 

 

 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

まちなか活性化事業補助

金（再掲） 

（略） 

（略） （略） （略）  

【事業名】 

商店街後継者対策事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

まちなか商業環境改善事

業 

【内容】 

商店主の意識調査などを

もとに、まちなかの商業

環境を改善していく方策

を検討し、商店街自らが

行う市民ニーズに合った

魅力ある商店街づくりや

商店街の再生に向けた取

り組みを支援します。 

【実施時期】 

平成 28年度～ 

岩見沢市、

岩見沢市商

店街振興組

合連合会 

【位置付け】 

 商店街等によるソフト事業

やハード事業の実施を支援し

て、まちなかの賑わい創出を図

ります。 

【必要性】 

 基本方針「ふれあいと交流の

ある賑わいづくり」の実現に向

けては、魅力ある商店街の創出

が不可欠です。 

【支援措置】 

中心市街地活

性化ソフト事

業 

【実施時期】 

平成 28 年度～

31年度 

 

【事業名】 

商店街再興戦略支援事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

商業業務集積地区活性化

事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

まちなか活性化アドバイ

ザー派遣事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

新規追加 
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平成 27年度～ 必要な事業です。  

 

 

（２）② 略 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

ナカノタナ市場にぎわい

づくり事業 

（略） 

（略） （略） （略）  

【事業名】 

まちなか商店街地域連携

事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

空き店舗・空き家等利活

用促進事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

空き店舗等改修支援事業

（再掲） 

【内容】 

空き店舗や空き家を店舗

等に変更したり、２階以

上の空き店舗を賃貸住宅

に変更する場合に、改修

費用を補助します。 

【実施時期】 

平成 27年度～ 

岩見沢市 【位置付け】 

 空き店舗や空き家を活用し

て店舗・飲食店等とする改修費

用を補助し、空き店舗の解消と

商店街の活性化を図ります。 

【必要性】 

 空き店舗や空き家の解消す

ることは、街並みの連続性を確

保して、賑わいを創出する上で

必要な事業です。 

【支援措置】 

地域活性化・地

域住民生活等

緊急支援交付

金 

【実施時期】 

平成 27年度 

 

 

 

 

【事業名】 

既存店舗改修支援事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

創業支援事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

まちなか活性化事業補助

金（再掲） 

（略） （略）   

 

 

 

（２）② 略 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

ナカノタナ市場にぎわい

づくり事業 

（略） 

（略） （略） （略）  

【事業名】 

まちなか商店街地域連携

事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

空き店舗・空き家等利活

用促進事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

空き店舗等改修支援事業 

【内容】 

空き店舗や空き家を店舗

等に変更したり、２階以

上の空き店舗を賃貸住宅

に変更する場合に、改修

費用を補助します。 

【実施時期】 

平成 27年度～ 

 

岩見沢市 【位置付け】 

 空き店舗や空き家を活用し

て店舗・飲食店等とする改修費

用を補助し、空き店舗の解消と

商店街の活性化を図ります。 

【必要性】 

 空き店舗や空き家の解消す

ることは、街並みの連続性を確

保して、賑わいを創出する上で

必要な事業です。 

【支援措置】 

地域活性化・地

域住民生活等

緊急支援交付

金 

【実施時期】 

平成 27年度 

 

 

 

 

【事業名】 

既存店舗改修支援事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

【事業名】 

創業支援事業 

（略） 

（略） （略） （略） 

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

まちなか活性化事業補助

金（再掲） 

（略） （略）   
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（略） 

【事業名】 

いわみざわ駅まる。 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

炭鉱遺産や鉄道などの地

域資源情報提供事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

岩見沢特産品開発及び販

売事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

まちなか朝市 

【内容】 

ぷらっとパークにおい

て、市内と近郊の農産物

（野菜、果物、花卉）や

その加工品、Ｂ級グルメ

などを集めて販売しま

す。生産者が軽トラック

に野菜を積んで来て、直

接販売するコーナーも設

けます。 

【実施時期】 

平成26年度～ 

まちなか朝

市実行委員

会 

【位置付け】 

 新鮮な地場農産物等を販売

することで、まちなかの魅力づ

くりと賑わい創出を図ります。 

【必要性】 

ぷらっとパークでの集客を図

り、隣接するであえーる岩見沢

と一体となった集客力の向上

を図っていく必要があります。 

【支援措置】 

まちなか活性

化事業補助金 

【実施時期】 

平成 26年度～ 

 

 

【事業名】 

いわみざわパン甲子園 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

岩見沢子育てサポーター

ズ「まzaらぼ」 

【内容】 

小さな子どもを持つ母親

を対象に、中心市街地の

店舗と連携したポイント

カードの発行やベビーカ

ーの貸し出し、託児付き

子育てセミナーや子連れ

イベントなどを企画・開

催します。また、子育て

情報の発信・提供を行い

ます。 

【実施時期】 

子育てサポ

ーターズ

「ま zaら

ぼ」 

【位置付け】 

 小さな子どもを持つ母親が

中心市街地に来街し、母親同士

や他の世代との交流を促進す

る場や機会を提供します。 

【必要性】 

 小さな子どもを持つ母親の

来街機会を増加させるととも

に、商店街の回遊を促進する上

で必要な事業です。 

【支援措置】 

まちなか活性

化事業補助金 

【実施時期】 

平成 24年度～ 

 

 

（略） 

【事業名】 

いわみざわ駅まる。 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

炭鉱遺産や鉄道などの地

域資源情報提供事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

岩見沢特産品開発及び販

売事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

まちなか朝市 

【内容】 

ぷらっとパークにおい

て、市内と近郊の農産物

（野菜、果物、花卉）や

その加工品、Ｂ級グルメ

などを集めて販売しま

す。生産者が軽トラック

に野菜を積んで来て、直

接販売するコーナーも設

けます。 

【実施時期】 

平成26年度～ 

まちなか朝

市実行委員

会 

【位置付け】 

 新鮮な地場農産物等を販売

することで、まちなかの魅力づ

くりと賑わい創出を図ります。 

【必要性】 

ぷらっとパークでの集客を図

り、隣接するであえーる岩見沢

と一体となった集客力の向上

を図っていく必要があります。 

【支援措置】 

中心市街地活

性化事業補助

金 

【実施時期】 

平成 26年度～ 

 

【事業名】 

いわみざわパン甲子園 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

岩見沢子育てサポーター

ズ「まzaらぼ」 

【内容】 

小さな子どもを持つ母親

を対象に、中心市街地の

店舗と連携したポイント

カードの発行やベビーカ

ーの貸し出し、託児付き

子育てセミナーや子連れ

イベントなどを企画・開

催します。また、子育て

情報の発信・提供を行い

ます。 

【実施時期】 

子育てサポ

ーターズ

「ま zaら

ぼ」 

【位置付け】 

 小さな子どもを持つ母親が

中心市街地に来街し、母親同士

や他の世代との交流を促進す

る場や機会を提供します。 

【必要性】 

 小さな子どもを持つ母親の

来街機会を増加させるととも

に、商店街の回遊を促進する上

で必要な事業です。 

【支援措置】 

中心市街地活

性化事業補助

金 

【実施時期】 

平成 24年度～ 
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平成24年度～ 

【事業名】 

石蔵を活用した芸術・文

化・交流事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

いわみざわ彩花まつり 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

いわみざわ百餅祭り 

【内容】 

商売繁盛、五穀豊穣、長

寿を祈念し、基幹産業の

米を中心とした祭りで、

大臼餅つきや長寿餅ま

き、百餅市（露店）を行

います。 

【実施時期】 

昭和 58年～ 

同実行委員

会（岩見沢

市 観 光 協

会） 

【位置付け】 

基幹産業の米を中心とした

岩見沢ならでは祭りを開催す

ることで、まちなかの賑わい創

出を図ります。 

【必要性】 

祭り時に中心市街地に来て

もらい、中心市街地への来街や

回遊を促す上で必要な事業で

す。 

 

 

【事業名】 

プロジェクトＸｍａｓ 

【内容】 

岩見沢駅の駅前広場のシ

ンボルツリーであるメタ

セコイアの木をクリスマ

スツリーに見立て、クリ

スマス時期にイルミネー

ションの飾り付けやライ

トアップを行います。 

【実施時期】 

平成15年度～ 

プロジェク

トＸｍａｓ

実行委員会 

【位置付け】 

 岩見沢市のシンボルゾーン

においてイベントを開催する

ことで、まちなかの賑わい創出

を図ります。 

【必要性】 

イベント開催時に中心市街地

に来てもらい、中心市街地への

来街や回遊を促す上で必要な

事業です。 

【支援措置】 

まちなか活性

化事業補助金 

【実施時期】 

平成 26年度～ 

 

 

【事業名】 

であえーる岩見沢交流空

間活用事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

文化・交流施設と商店街

の連携事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

文化・交流のみち検討事

業 

（略） 

（略） （略）  

 

平成24年度～ 

【事業名】 

石蔵を活用した芸術・文

化・交流事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

いわみざわ彩花まつり 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

ふるさと百餅祭り 

【内容】 

商売繁盛、五穀豊穣、長

寿を祈念し、基幹産業の

米を中心とした祭りで、

大臼餅つきや長寿餅ま

き、百餅市（露店）を行

います。 

【実施時期】 

昭和 58年～ 

同実行委員

会（岩見沢

市 観 光 協

会） 

【位置付け】 

基幹産業の米を中心とした

岩見沢ならでは祭りを開催す

ることで、まちなかの賑わい創

出を図ります。 

【必要性】 

祭り時に中心市街地に来て

もらい、中心市街地への来街や

回遊を促す上で必要な事業で

す。 

 

 

【事業名】 

プロジェクトＸｍａｓ 

【内容】 

岩見沢駅の駅前広場のシ

ンボルツリーであるメタ

セコイアの木をクリスマ

スツリーに見立て、クリ

スマス時期にイルミネー

ションの飾り付けやライ

トアップを行います。 

【実施時期】 

平成15年度～ 

プロジェク

トＸｍａｓ

実行委員会 

【位置付け】 

 岩見沢市のシンボルゾーン

においてイベントを開催する

ことで、まちなかの賑わい創出

を図ります。 

【必要性】 

イベント開催時に中心市街地

に来てもらい、中心市街地への

来街や回遊を促す上で必要な

事業です。 

【支援措置】 

中心市街地活

性化事業補助

金 

【実施時期】 

平成 26年度～ 

 

【事業名】 

であえーる岩見沢交流空

間活用事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

文化・交流施設と商店街

の連携事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

文化・交流のみち検討事

業 

（略） 

 

（略） （略）  
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【事業名】 

４条通り活性化事業 

【内容】 

いわみざわ百餅祭りに協

賛したチビッ子百臼祭

り、年末年始大売出し、

植栽による景観形成やク

リスマスデコレーション

など、１年を通じて様々

な取り組みを行います。

また、商店街のＨＰを作

成し、情報発信機能を強

化します。 

【実施時期】 

平成22年度～ 

４条通り商

店街振興組

合 

【位置付け】 

 通り商店街が１年を通じて

様々なイベントを展開し、集客

と回遊の促進に寄与すること

で、まちなかの賑わい創出を図

ります。 

【必要性】 

商店街振興組合に加盟する商

店が一体となって、個店の魅力

を引き出し、地域コミュニティ

の醸成を図っていく事業は必

要です。 

【支援措置】 

まちなか活性

化事業補助金 

【実施時期】 

平成 22年度～ 

 

【事業名】 

駐車対策事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

であえーる岩見沢駐車場

改修事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

観光物産拠点センター事

業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

生活情報発信事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

まちづくりリーダー育成

事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

ＩＷＡＭＩＺＡＷＡセン

ターミュージアム 

【内容】 

中心市街地にある店舗

や施設に岩見沢市在住作

家の作品を配置し、これ

らの作品を巡る「まちあ

そび人生ゲーム」などの

イベントを開催します。 

一般社団法

人岩見沢青

年会議所 

【位置付け】 

中心市街地を美術館に見立

て、作品が置かれた店舗や施設

を巡るイベントを行うことで、

新たな出会いや発見ができる

機会を提供します。 

【必要性】 

 参加者が店舗と作品を巡り

ながら、中心市街地の新たな魅

力を発見することは、来街機会

【支援措置】 

まちなか活性

化事業補助金 

【実施期間】 

平成 30年度 

 

【事業名】 

４条通り活性化事業 

【内容】 

ふるさと百餅祭りに協賛

したチビッ子百臼祭り、

年末年始大売出し、植栽

による景観形成やクリス

マスデコレーションな

ど、１年を通じて様々な

取り組みを行います。ま

た、商店街のＨＰを作成

し、情報発信機能を強化

します。 

【実施時期】 

平成22年度～ 

４条通り商

店街振興組

合 

【位置付け】 

 通り商店街が１年を通じて

様々なイベントを展開し、集客

と回遊の促進に寄与すること

で、まちなかの賑わい創出を図

ります。 

【必要性】 

商店街振興組合に加盟する商

店が一体となって、個店の魅力

を引き出し、地域コミュニティ

の醸成を図っていく事業は必

要です。 

【支援措置】 

中心市街地活

性化事業補助

金 

【実施時期】 

平成 22年度～ 

 

【事業名】 

駐車対策事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

であえーる岩見沢駐車場

改修事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

観光物産拠点センター事

業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

生活情報発信事業 

（略） 

（略） （略）  

 

【事業名】 

まちづくりリーダー育成

事業 

（略） 

（略） （略）  

 

新規追加 
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【実施時期】 

平成 30年度 

の増加や回遊性の向上につな

がり、中心市街地の賑わいづく

りを進めていく上で必要です。 

 

８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）～（２）② 略 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

バスアクセス向上検討事

業 

【内容】 

岩見沢市全体の公共交通

のあり方を方向付ける

「生活交通ビジョン」を

策定する中で、バス利用

による中心市街地へのア

クセスを向上させる検討

を行います。 

【実施時期】 

平成 26年度～ 

岩見沢市 【位置付け】 

 バスによる中心市街地のア

クセスを向上させることで来

街者を増やし、まちなかの賑わ

い創出を図ります。 

【必要性】 

市民アンケートによるとバ

スが不便との結果が出ており、

特に高校生や高齢者等の交通

弱者にとって、公共交通機関に

よる中心市街地へのアクセス

を改善することが必要です。 

【支援措置】 

地域公共交通

確保維持改善

事業（地域公共

交通調査事業

（計画策定事

業）） 

【実施時期】 

平成 27年度 

【支援措置】 

地域公共交通

確保維持改善

事業（地域公共

交通調査事業

（再編計画策

定事業）） 

【実施時期】 

平成 28年度 

【支援措置】 

地域公共交通

確保維持改善

事業（地域公共

交通再編推進

事業（計画推進

事業）） 

【実施時期】 

平成 29年度 

 

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

    ※該当なし 

 

◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 

 

 

 

 

８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）～（２）② 略 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容及び実施時

期 
実施主体 

中心市街地の活性化を実現す

るための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

【事業名】 

バスアクセス向上検討事

業 

【内容】 

岩見沢市全体の公共交通

のあり方を方向付ける

「生活交通ビジョン」を

策定する中で、バス利用

による中心市街地へのア

クセスを向上させる検討

を行います。 

【実施時期】 

平成 26年度～ 

岩見沢市 【位置付け】 

 バスによる中心市街地のア

クセスを向上させることで来

街者を増やし、まちなかの賑わ

い創出を図ります。 

【必要性】 

市民アンケートによるとバ

スが不便との結果が出ており、

特に高校生や高齢者等の交通

弱者にとって、公共交通機関に

よる中心市街地へのアクセス

を改善することが必要です。 

【支援措置】 

地域公共交通

確保維持改善

事業（地域公共

交通調査等事

業） 

【実施時期】 

平成 27年度 

【支援措置】 

地域公共交通

確保維持改善

事業（地域公共

交通再編推進

事業） 

【実施時期】 

平成 28年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

    ※該当なし 

 

◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 
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９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項 

［１］略 

［２］中心市街地活性化協議会に関する事項 

（１）岩見沢市中心市街地活性化協議会の概要及び開催状況 

■岩見沢市中心市街地活性化協議会 開催状況 

○平成 24年度～○平成 27年度 略 

○平成 28年度 

回数 開催日 議  題 

第 1回 平成 28年 4月 28日 ・まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

・中心市街地活性化基本計画のフォローアップについて 

・Ｈ27協議会収支決算、Ｈ28協議会収支予算 

第２回 平成 28年 5月 27日 ・Ｈ28まちなか活性化事業補助金個別事業の審査 

・中心市街地活性化基本計画、まちなか活性化計画の変

更について 

第３回 平成 29年 1月 23日 ・Ｈ28まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

・岩見沢市中心市街地活性化基本計画・まちなか活性化

計画の変更について 

第４回 平成 29年 3月 29日 ・Ｈ28まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

・Ｈ29まちなか活性化事業の募集について 

 

○平成 29年度 

回数 開催日 議  題 

第 1回 平成 29年 4月 28日 ・Ｈ28まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

・中心市街地活性化基本計画のフォローアップについて 

・Ｈ28協議会収支決算、Ｈ29協議会収支予算 

第２回 平成 29年 5月 30日 ・Ｈ29まちなか活性化事業補助金個別事業の審査 

・中心市街地活性化基本計画のフォローアップについて 

・Ｈ28中心市街地活性化事業支援補助金個別事業の事後

評価 

第３回 平成 29年 12月 1日 ・岩見沢都市計画用途地域・準防火地域の変更について 

・Ｈ29まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

・中心市街地居住者アンケート調査の実施について 

第４回 平成 30年 3月 23日 ・Ｈ29まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

・Ｈ30まちなか活性化事業の募集について 

・中心市街地居住者アンケート調査の結果報告 

・まちなか活性化事業補助金の見直しについて 

 

○平成 30年度 

回数 開催日 議  題 

第 1回 平成 30年 4月 27日 ・Ｈ29まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

・中心市街地活性化基本計画のフォローアップについて 

・Ｈ29協議会収支決算、Ｈ30協議会収支予算 

第２回 平成 30年 6月 4日 ・Ｈ30まちなか活性化事業補助金個別事業の審査 

・Ｈ29まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

第３回 平成 30年 8月 10日 ・Ｈ30まちなか活性化事業補助金個別事業の審査（二次

９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項 

［１］略 

［２］中心市街地活性化協議会に関する事項 

（１）岩見沢市中心市街地活性化協議会の概要及び開催状況 

■岩見沢市中心市街地活性化協議会 開催状況 

○平成 24年度～○平成 27年度 略 

○平成 28年度 

回数 開催日 議  題 

第 1回 平成 28年 4月 28日 ・中心市街地活性化事業支援補助金個別事業の事後評価 

・中心市街地活性化基本計画のフォローアップについて 

・Ｈ27協議会収支決算、Ｈ28協議会収支予算 

第２回 平成 28年 5月 27日 ・Ｈ28まちなか活性化事業補助金個別事業の審査 

・中心市街地活性化基本計画、まちなか活性化計画の変

更について 
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募集分） 

・Ｈ30まちなか活性化事業補助金の運営委員会再審査結

果について 

 

■岩見沢市中心市街地活性化協議会運営委員会 開催状況 

○平成 24年度～○平成 27年度 略 

○平成 28年度 

回数 開催日 議  題 

第 1回 平成 28年 4月 21日 ・まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

・中心市街地活性化基本計画のフォローアップについて 

・Ｈ27協議会収支決算、Ｈ28協議会収支予算 

第２回 平成 28年 5月 18日 ・Ｈ28まちなか活性化事業補助金個別事業の審査 

・中心市街地活性化基本計画、まちなか活性化計画の変

更について 

 平成 28年 9月 28日 ・中心市街地活性化基本計画の変更について、協議会の

意見聴取 

第３回 平成 29年 1月 12日 ・Ｈ28まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

・岩見沢市中心市街地活性化基本計画・まちなか活性化

計画の変更について 

第４回 平成 29年 3月 17日 ・Ｈ28まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

・Ｈ29まちなか活性化事業の募集について 

※構成員 12 名 

 

○平成 29年度 

回数 開催日 議  題 

第 1回 平成 29年 4月 21日 ・Ｈ28まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

・Ｈ28協議会収支決算、Ｈ29協議会収支予算 

第２回 平成 29年 5月 19日 ・Ｈ29まちなか活性化事業補助金個別事業の審査 

・中心市街地活性化基本計画のフォローアップについて 

第３回 平成 29年 9月 1日 北海道中小機構山下マネージャーとの意見交換会 

第４回 平成 29年 10月 12日 ・岩見沢都市計画用途地域・準防火地域の変更について 

・意見交換会を踏まえた協議 

第５回 平成 29年 11月 20日 ・Ｈ29まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

第６回 平成 30年 2月 19日 ・中心市街地居住者アンケート調査の結果報告 

・まちなか活性化事業補助金の見直しについて 

第７回 平成 30年 3月 19日 ・Ｈ29まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

・Ｈ30まちなか活性化事業の募集について 

・まちなか活性化事業補助金の見直しについて 

※構成員 12 名 

 

○平成 30年度 

回数 開催日 議  題 

第 1回 平成 30年 4月 24日 ・Ｈ29まちなか活性化事業補助金個別事業の事後評価 

・中心市街地活性化基本計画のフォローアップについて 

・Ｈ29協議会収支決算、Ｈ30協議会収支予算 

 

 

 

 

■岩見沢市中心市街地活性化協議会運営委員会 開催状況 

○平成 24年度～○平成 27年度 略 

○平成 28年度 

回数 開催日 議  題 

第 1回 平成 28年 4月 21日 ・中心市街地活性化事業支援補助金個別事業の事後評価 

・中心市街地活性化基本計画のフォローアップについて 

・Ｈ27協議会収支決算、Ｈ28協議会収支予算 

第２回 平成 28年 5月 18日 ・Ｈ28まちなか活性化事業補助金個別事業の審査 

・中心市街地活性化基本計画、まちなか活性化計画の変

更について 

 平成 28年 9月 28日 ・中心市街地活性化基本計画の変更について、協議会の

意見聴取 

※構成員 12 名 
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第２回 平成 30年 5月 29日 ・Ｈ30まちなか活性化事業補助金個別事業の審査 

・まちなか活性化事業補助金の見直しについて 

第３回 平成 30年 7月 14日 中心市街地活性化協議会運営委員会と市商連との意見

交換会 

第４回 平成 30年 8月 7日 ・Ｈ30まちなか活性化事業補助金個別事業の審査（二次

募集分） 

・Ｈ30まちなか活性化事業補助金の運営委員会再審査結

果について 

・まちなか活性化事業補助金の見直しについて 

※構成員 12 名 

 

（２）～（４）略 

［３］略 

 

１０．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項 

［１］～［３］略 

［４］都市機能の集積のための事業等 

（１）略 

（２）その他都市機能の集積のための主な事業等 

・駅北土地区画整理事業区域の土地利用促進 

・市営住宅整備事業 

・３・５地区マンション事業 

・子育て支援機能拡充事業 

・健康づくり拠点整備事業 

・3・4・10 駅前通整備事業 

・3・4・7 一条通整備事業 

・駅前通他関連整備事業 

・駅前通沿道街区整備促進事業 

・まちなか活性化事業補助金 

・空き店舗等対策事業補助金 など 

 

１１～１２． 略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）～（４）略 

［３］略 

 

１０．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項 

［１］～［３］略 

［４］都市機能の集積のための事業等 

（１）略 

（２）その他都市機能の集積のための主な事業等 

・駅北土地区画整理事業区域の土地利用促進 

・市営住宅整備事業 

・３・５地区マンション事業 

・子育て支援機能拡充事業 

・（仮称）健康づくり推進拠点整備事業 

・3・4・10 駅前通整備事業 

・3・4・7 一条通整備事業 

・駅前通他関連整備事業 

・駅前通沿道街区整備促進事業 

・まちなか活性化事業補助金 

・空き店舗等対策事業補助金 など 

 

１１～１２． 略 

 


